
 

   
 

 

 

 

「細川・美術館コレクションⅢ」を開催します。報道各社様におかれましては、ぜひ

当館の取り組みをお取り上げくださいますよう、お願い申し上げます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会  期： 令和８年（202６年） 10 月6 日（火） ― 12 月6 日（日）  

※ 月曜日休館。 ただし月曜日が祝日・休日の場合は開館し、翌平日休館 

※ 10/26(月)、11/24(火)は特別開館 

※ 作品保護のため、会期中に一部展示替えを実施 

開館時間： ９時３０分～１７時１５分（入館は１６時４５分まで） 

場  所： 熊本県立美術館【本館】 第２展示室 （熊本市中央区二の丸２番） 

観覧料： 一般２８０円（２００円） 大学生１７０円（１３０円） 

※ 高校生以下無料。障害者手帳(原本もしくはミライロ IDの登録画面)をお持ちの方は、

ご提示で無料。 

※ （ ）内は２０名以上の団体、及び熊本県立美術館友の会会員証提示時の料金。 

※ 詳細については別紙（展覧会チラシ）もご参照ください。 

 

熊本県立美術館【本館】〒860-0008 熊本市中央区二の丸２番 

電話： 096-352-2111 ／ FAX：096-326-1512 

担当： 学芸普及課 松岡 

報道資料 

このイベントに関する 

お問い合わせ 

公益財団法人永青文庫が所蔵する細川コレクションと、古今東西の様々な分野の  

美術品等を収蔵する熊本県立美術館のコレクションを総合的に紹介する「細川・美術

館コレクションⅢ」を開催します。 

第１室では、令和５年（２０２３）に国宝に指定された「通潤橋」（安政元年完成）に  

ついて特集展示をします。寛永９年（１６３２）、３代当主・細川忠利によって熊本藩内

に「手永制」がもたらされました。手永とは、数村から数１０村をひとつの単位とする

行政単位のことです。各手永では、責任者である惣庄屋をはじめとした地方役人が

執務し、地域行政に係る業務にあたりました。今回の展示では、滝が多く険阻な山間

部にある矢部手永で造られた「通潤橋」を事例に、最新の研究成果に拠りながら熊本

藩の地域行政についてご紹介します。また、第２・３室では、所蔵品を中心に「熊本の

美術」及び「熊本の近現代絵画と西洋美術」をご紹介します。 

令和8年（2026 年）9月 27日  

熊本県立美術館「細川・美術館コレクションⅢ」 

ほそかわ ただとし 

て な が  

つうじゅんきょう 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 



 別紙２ 


